
 

 

 

中部教育学会 

第 74 回大会 プログラム 

2026（令和８）年 6 月 20 日（土） 

会場：愛知県立大学・長久手キャンパス 

 

 

9：00 ～ 受 付 【B 棟１階：B101 室】 

9：30 ～ 12：00 自由研究発表分科会 【 B 棟１階】 

12：00 ～ 13：00 昼食休憩 【B 棟２階：会員控室】 

13：00 ～ 13：50 総 会 【S 棟２階：S201 室】 

14：00 ～ 16：45 
 公開シンポジウム 【S 棟２階：S201 室】 

「安心と学びを保障する学校づくり」 

16：45 ～ 17：00 閉会行事 【S 棟２階：S201 室】 

 

 

  



愛知県立大学 長久手キャンパス マップ 

 

 

 

 

 

 

 

  

② B 棟（講義棟）１階・２階  

※13 時にはクローズします 

■受付・大会本部：B101（～13：00） 

■自由研究発表の分科会： 

B102、B103、B104、B105、B106 

■会員控室（休憩・食事）：B201（～13：00） 

南門 

 

愛・地球博記念公園北口北 

自動

販売

機 

自動販売機 

⑰ S 棟（特別講義棟）２階 

※12 時 50 分以降にオープンします 

■受付：S201 前（13：00～） 

■総会：S201 

■公開シンポジウム：S201 

■閉会行事：S201 



＜愛知県立大学（長久手キャンパス）までの経路＞ 

 

【公共交通機関の場合】 

名古屋駅     →     藤が丘駅    →   愛・地球博記念公園駅 → 愛知県立大学 

（地下鉄東山線・藤が丘方面）（リニモ・八草行き）        （徒歩約５分） 

 

＜所要時間の目安＞ 

名古屋駅から愛・地球博記念公園駅まで、公共交通機関で約 50 分です。 

藤が丘駅から愛・地球博記念公園駅までは、リニモで約 13 分です。 

愛・地球博記念公園駅から大学キャンパスまでは徒歩で約５分です。 

 

★リニモ時刻表をご活用ください。 

https://www.linimo.jp/use/2018022217123589.html#02 

※リニモは約 8 分間隔で運行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

★大学キャンパス内の駐車場には限りがありますので、なるべく公共交通機関でお越しください。 

  

https://www.linimo.jp/use/2018022217123589.html#02


一般案内事項 

１．受付 

 受付は、9:00 開始です。受付場所は、 

～13：00 までは B 棟 1 階 B101 の部屋内、12：50 以降は S201 の前に設置いたします。 

 受付にてネームプレートをお渡しいたしますので、ご記名の上おつけください。 

 大会の事前申込参加費は、1,000 円（シクミネット事前決済）です。 

 当日支払いの参加費は、1,500 円（会員・臨時会員）です。 

 公開シンポジウムについては、一般の方のみ無料です。 

 懇親会は実施致しません。 

 

２．昼食 

 大会当日、学生食堂は休業です。 

 大学内にはコンビニ等の店舗はございません。 

 最寄りのコンビニは「ローソン 愛・地球博記念公園店」（約 650m）になります。 

   ※その他のお店等：リニモ「長久手古戦場駅」の近辺にイオンモール長久手／リニモ「公園西駅」の近辺に 

ベイシア Foods Park 長久手店／大学内には自動販売機が設置されています。 

 B 棟 2 階、B201 は会員控室（休憩、食事が可能）です。 

 屋外に飲食できるスペースがあります。 

 

３．研究発表 

 自由研究発表の発表時間は以下のとおりです。 

個人研究：発表 20 分質疑応答 5 分 

共同研究：発表 30 分質疑応答 10 分 

※共同研究であっても、口頭発表者が 1 名の場合は、個人研究の時間に準じます。 

 

４．その他 

 大会本部は B 棟 1 階、B101 です。 

 Wi-Fi 環境について、学外の参加者には対応しておりません。 



＜Ｂ棟（講義棟）フロアマップ＞ 

  

 

＜Ｓ棟（特別講義棟）フロアマップ＞ 

 

 

正面入り口 

受付 

講師控室 会員控室 

大会本部 

出入り口 

受
付 

第１分科会 

総会・シンポジウム 

第２分科会 第３分科会 

第４分科会 

第５分科会 



■ 自由研究発表（9：30～12：00）              ○印は口頭発表者 

第１分科会（B102） 司会：上田 敏丈（名古屋市立大学） 

9：30～9：55    私立幼稚園における園内研修と保育実践の関係に関する研究 

―A 幼稚園の事例から― 

大石 のどか（学校法人荻須学園ひまわり幼稚園） 

10：00～10：25  子どもの「興味・関心」への共鳴が保育者のやりがいを高める過程 

―ミドルリーダーによる若手保育者への伴走支援に着目して― 

鈴木 智恵（公立児童発達支援施設） 

10：30～10：55  年長児の遊びを起点とした行事の再構成における保育士の援助 

―保育士の「遊び心」に着目して― 

松田 由美（公立保育所） 

11：00～11：25  着替え場面における 0 歳児担任保育者の＜ていねいな＞関わりに関する研究 

村上 明子（愛知淑徳大学） 

11：30～11：55  主任保育者は「保育者 1 人あたりの子どもの数」をどのように捉えているのか 

―インタビューの可視化による検討― 

鈴木 捺津美（鈴鹿大学） 

 

第２分科会（B103） 司会：内田 良（名古屋大学） 

 9：30～9：55    教員の多忙感を軽減する組織的条件としての「物理的余白」と「心理的余白」 

―公立小学校における参与観察を事例として― 

遠山 圭吾（名古屋大学大学院） 

10：00～10：25  教師＝専門職論と新しい専門職論の社会学的検討 

―多様化する教師像に着目して― 

中尾 駿斗（名古屋大学大学院） 

10：30～10：55  公立学校教員採用選考試験「実質倍率」の推定 

―文部科学省発表における「採用倍率」の限界を探る― 

服部 豪（名古屋大学大学院） 

11：00～11：25  信頼関係を深めた学校と地域の連携に関する一考察 

―心理的安全性を確保する校長のリーダーシップに着目して― 

小出 禎子（愛知工業大学） 

11：30～11：55  青年学校教員養成所に関する一考察―その制度と実態― 

三羽 光彦（芦屋大学） 



 

第３分科会（B104） 司会：中島 淑子（愛知文教大学） 

9：30～9：55    科学的探究を促す理科教師に関する実証的研究 

重国 紗香（名古屋大学大学院） 

10：00～10：25  体育の授業における児童の運動有能感の変容とその要因 

―自己評定尺度とナラティブ分析を通して― 

加藤 さや香（名古屋大学大学院） 

10：30～10：55  名古屋市の初期社会科教育研究―杉村子供銀行の実践の一考察― 

出井 伸宏（至学館大学） 

11：00～11：25  中学校社会科における領土教育の批判的考察 

―学習指導要領の前提を問い直す― 

小竹 礼峻（名古屋大学大学院） 

11：30～11：55  「総合的な学習の時間」における「情報活用能力」の育成に関する研究 

―ICT 導入前後の指導方法の変容― 

楊 欣（愛知大学 非常勤講師） 

 

 

第４分科会（B105） 司会：埜嵜 志保（愛知教育大学） 

9：30～9：55    授業における主体性概念の再検討 

―能力論的解釈の限界と関係論的解釈の課題― 

杉山 智哉（名古屋大学大学院） 

10：00～10：40  中間項を用いた授業分析の試み 

―問題解決学習における子どもの問いと切実感の関連構造の解明― 

 〇柴田 好章（名古屋大学）・〇坂本 將暢（名古屋大学） 

〇鈴木 正幸（名古屋大学 研究員）・〇廉 賀（名古屋大学大学院） 

 

10：45～11：10  1970 年代の北陸三県（富山県・石川県・福井県）における生活綴方を 

めぐる状況調査 

松本 圭朗（近畿大学） 

 

 



第５分科会（B106） 司会：坂野 愛美（日本福祉大学） 

9：30～9：55    道徳科の学習と「いじめ防止」意識についての一考察 

―学習者へのアンケート結果をもとに― その２ 

松下 恭平（名古屋市立平針北小学校） 

10：00～10：25  道徳教育における「人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念」についての検討２  

―「地蔵菩薩」を手掛かりに考える― 

安部 孝（名古屋芸術大学） 

10：30～10：55  小学校受験を迫られる保護者に関する研究 

坂田 莉子（名古屋大学大学院） 

11：00～11：25  「文化の通訳」育成を目指した日記コミュニケーション実践と OJLT モデルの構築 

 ―インドネシア入国前日本語教育を事例として― 

陳 烏日汗（アイリス・ジャパニーズランゲージスクール） 

11：30～11：55  広域通信制高校が後期中等教育において果たすべき役割 

國枝 幸德（NHK 学園高等学校岐南工業協力校 非常勤職員） 

 

  



■ 総会（13：00～13：50）S 棟２階 S201 

 

■ 公開シンポジウム（14：00～16：45）S 棟２階 S201 

 

「安心と学びを保障する学校づくり」 

◆シンポジウムの概要 

   不登校児童生徒数や特別支援教育を必要とする児童生徒数は年々増加している。不登校等の

児童生徒に対する教育機会確保法も 2016 年に制定され、文部科学省もそれらへの対応として「教

育支援センター」や「校内教育支援センター」、「学びの多様化学校」（不登校特例校）の設置など

を進めている。また、柔軟な教育課程を実施する学校の試みも行われるようになってきている。どの子ど

もにとっても、学校が安心して生活でき、主体的に学ぶことができる場となること、子どもたちが権利主

体として自己を発揮できる居場所となることが求められている。 

 

  本シンポジウムでは、多様な子どもたちの状況やニーズに応じた教育の試みとして、児童育成支援拠

点事業（こども家庭庁成育局）を活用して瀬戸市の中学校に併設された「せと“ここ”ほっとルーム」と、

学びの多様化学校である岐阜市立草潤中学校の取組み、教育委員会・学校等と連携した愛知県

立大学の地域課題を理解し対応できる教員の養成「地域教育希望枠事業」の取組みの報告を受

けて、子どもたちの姿や声から学び、通常の学級に生かす視点やこれからの学校教育の在り方、教員

の力量形成・教員養成の課題を考えたい。 

◆登壇者 

  登壇者①  せと“ここ”ほっとルーム 所長兼室長 石田正人 

  「瀬戸市（せと“ここ”ほっとルーム）の取組み」 

  登壇者②  岐阜市立草潤中学校 校長 石榑千恵 

  「岐阜市（草潤中学校）の取組み」 

  登壇者③ 愛知県立大学教育福祉学部・教育発達学科 内田純一（事業・高大接続担当） 

登壇者 愛知県立大学教育福祉学部・教育発達学科 高橋範行（事業・副統括） 

  「愛知県立大学（地域教員希望枠事業）」の取組み 

 

  司会・コーディネーター 愛知県立大学教育福祉学部・教育発達学科 山本理絵 

  



◆当日のタイムテーブル 

  開会挨拶・趣旨説明【５分】 

  報告【７５分】 

    ①瀬戸市（せと“ここ”ほっとルーム）の取組み【２５分】 

    ②岐阜市（草潤中学校）の取組み【２５分】 

    ③愛知県立大学（地域教員希望枠事業）の取組み【２５分】 

     ＊事前に参加者へ「質問用紙」を配付 

  休憩【１５分】 

  討論【６５分】 

    ①出された質問に対して各シンポジストから回答【２０～３０分】。 

    ②フロアとの意見交換【３５～４５分】 

  総括・閉会あいさつ【５分】 

 

■ 閉会行事（16：45～17：00） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部教育学会 第 74 回大会プログラム 

2026 年 6 月 20 日 愛知県立大学（長久手キャンパス） 

 

大会実行委員会 

委員長：山本 理絵 

事務局長：内田 純一 

事務局員：久我 アレキサンデル・黒川 麻実・渡邉 眞依子 


